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W16a ASTRO-H衛星搭載HXI主検出器部の性能評価と応答関数の構築
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2014年打ち上げ予定の X線天文衛星 ASTRO-Hでは、硬 X線望遠鏡 (HXT)および硬 X線撮像検出器 (HXI)
により 5–80 keVの硬 X線領域で撮像分光観測を実現し、点源に対してこれまでの 100倍もの感度を達成する。
焦点面検出器であるHXIの主検出器は、4層の両面シリコンストリップ検出器 (DSSD)と 1層のテルル化カドミ
ウム両面ストリップ検出器 (CdTe-DSD)から構成されており、我々はこの開発を進めている。
これまで我々は、衛星搭載品と同じ設計の DSSDと CdTe-DSDそれぞれについて開発と性能の検証を進めて

きた。すでに、検出器 1枚ずつではHXIの要求性能に対して十分な性能が確認できている。今回、DSSDおよび
CdTe-DSDを HXIと同じ構成で初めて積層し、これを衛星搭載品と同等のシステムを使って読み出した。さら
に、軌道上で優れた性能を実現し、天体の情報を正しく得るためには、正確な応答関数を構築することが不可欠
である。特にCdTe-DSDは電荷輸送特性とストリップ電極構造によって複雑な応答を示すため、応答関数を精度
良く構築することが非常に重要である。我々はモンテカルロシミュレーションと検出器内部の電荷輸送の計算を
行うことでHXI用両面ストリップ検出器の応答関数の構築法を確立した。また、ガンマ線源と放射光ビームを用
いた較正実験により応答関数モデルのパラメータを決定することに成功した。本講演では、以上のような衛星搭
載品と同等のHXI主検出器部の性能評価試験の結果と応答関数の構築法について報告する。


